
う
中
で
、
府
民
や
全
国
の
働
く
仲
間
と

も
共
同
し
た
た
た
か
い
に
発
展
し
ま
し

た
。こ

れ
を
背
景
に
府
労
組
連
は
、
数
次

の
折
衝
・
交
渉
を
行
い
、
切
実
な
職
場

実
態
や
怒
り
の
声
を
当
局
に
ぶ
つ
け
、

提
案
の
撤
回
を
強
く
迫
る
と
と
も
に
、

全
職
場
集
会
・
職
場
決
議
、
全
職
員
・

教
職
員
署
名
、
怒
り
の
一
言
、
早
朝
門

前
宣
伝
、
駅
頭
宣
伝
、
学
習
意
思
統
一

集
会
、
決
起
集
会
な
ど
、
か
つ
て
な
い

集
中
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
１
月
24
日(

日)

に
は
、
青

年
や
子
育
て
世
代
の
職
員
・
教
職
員
が

中
心
と
な
り
「
特
別
休
暇
改
悪
提
案
に

怒
る
パ
パ
・
マ
マ
緊
急
大
集
合
」
を
開

催
し
、
１
５
０
名
の
参
加
で
、
た
た
か

う
決
意
を
い
っ
そ
う
固
め
合
い
ま
し
た
。

当
局
交
渉
で
は
「
職
員
の
勤
務
意
欲

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
何
の
メ
リ
ッ
ト

も
な
い
」
「
妊
娠
や
出
産
を
病
気
扱
い

す
る
こ
と
は
間
違
い
」
「
保
育
休
暇
は

仕
事
も
子
育
て
も
両
立
さ
せ
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
」
「
特
別
休
暇
改
悪
よ
り

も
勤
務
時
間
の
終
業
時
１
５
分
短
縮
を

実
現
す
べ
き
」
「
業
務
実
態
を
無
視
し

た
特
殊
勤
務
手
当
改
悪
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
当
局
を
徹
底
的
に
追
い
詰
め
ま

し
た
。

【
二
】
府
労
組
連
の
た
た
か
い
は
、
当

局
の
か
た
く
な
な
態
度
を
押
し
返
し
て
、

生
理
休
暇
・
妊
娠
障
害
休
暇
を
特
別
休

暇
と
し
て
存
続
さ
せ
、
夏
期
休
暇
日
数

の
削
減
を
許
さ
ず
、
実
質
拘
束
時
間
の

短
縮
に
つ
な
が
る
勤
務
時
間
の
15
分
短

縮
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
さ
ら

に
は
09
年
府
人
勧
告
に
よ
る
月
例
給
・

住
居
手
当(

持
ち
家)

の
引
き
下
げ
を
４

月
以
後
も
実
施
し
な
い
こ
と
な
ど
の
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
年
の
労
使
協
議
と
双
方

の
合
意
に
よ
っ
て
築
い
て
き
た
特
別
休

暇
、
特
勤
手
当
に
つ
い
て
、
そ
の
個
別

の
意
義
や
必
要
性
の
検
証
を
お
こ
な
う

こ
と
な
く
、
「
国
基
準
」
な
ど
新
た
に

持
ち
込
ん
だ
一
方
的
な
基
準
で
見
直
す

と
い
う
点
に
お
い
て
、
改
悪
の
根
本
的

性
格
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
保
育
休
暇
を
廃
止
す
る

こ
と
は
、
職
場
の
最
も
強
い
要
求
に
背

を
向
け
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
流

産
や
特
産
休
に
つ
い
て
、
そ
の
取
得
が

昇
給
な
ど
に
影
響
す
る
病
気
休
暇
扱
い

に
す
る
こ
と
、
家
族
休
暇
を
廃
止
す
る

こ
と
も
女
性
差
別
撤
廃
や
男
女
共
同
参

画
と
い
う
世
界
と
時
代
の
流
れ
に
逆
行

し
、
民
間
に
も
拡
大
し
て
い
く
と
い
う

大
阪
府
の
役
割
か
ら
も
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
特
勤
手
当
改
悪
に
つ
い
て
も
、

提
案
を
一
部
修
正
す
る
回
答
が
出
さ
れ

た
も
の
の
、
現
場
実
態
を
根
拠
に
当
局

も
そ
の
支
給
を
認
め
て
き
た
手
当
創
設

【
一
】
府
当
局
は
、
昨
年
12
月
21
日
、

府
労
組
連
に
対
し
「
特
別
休
暇
・
特
殊

勤
務
手
当
の
見
直
し
」
を
提
案
し
ま
し

た
。
こ
の
提
案
は
、
職
員
・
教
職
員
の

切
実
な
要
求
で
あ
る
勤
務
時
間
短
縮
に

は
触
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
労
使
で
築
い
て

き
た
到
達
点
を
一
方
的
に
反
故
に
す
る

と
と
も
に
、
母
性
保
護
や
子
育
て
支
援

の
制
度
の
大
改
悪
は
、
人
間
ら
し
く
働

く
権
利
を
奪
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
職
場
か
ら
不
安

と
怒
り
の
声
が
爆
発
し
、
た
た
か
い
は

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
改
悪
提
案
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
を

府
民
団
体
や
全
国
の
民
間
労
働
者
を
は

じ
め
、
自
治
体
労
働
者
・
教
職
員
に
行

府
労
組
連
は
、
最
大
の
山
場
と
な
っ
た
26
日
、
当
局
提
案
の
撤
回
に
む
け
最
大

規
模
の
と
り
く
み
を
行
い
ま
し
た
。
１
０
０
人
を
越
え
る
参
加
者
に
よ
る
早
朝

宣
伝
を
皮
切
り
に
、
午
後
３
時
半
か
ら
は
、
国
民
会
館
を
埋
め
尽
く
し
た
決
起

集
会
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
集
会
後
は
天
満
橋
と
谷
町
四
丁
目
で
の
府
民

宣
伝
と
１
０
０
人
を
こ
す
交
渉
団
に
よ
る
団
体
交
渉
を
展
開
し
ま
し
た
。

の
経
緯
や
労
使
合
意
を
ふ
み
に
じ
る
も

の
で
す
。

【
三
】
府
労
組
連
は
、
時
短
の
早
期
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
折
衝･

交
渉
を

行
い
ま
す
。
保
育
休
暇
廃
止
の
撤
回
を

求
め
る
と
と
も
に
、
廃
止
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
残
る
15
分
の
実
質
的
回
復
を
め

ざ
す
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、

流
産
や
特
別
産
前
産
後
休
暇
を
病
気
休

暇
に
改
悪
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
や
他

府
県
を
下
回
る
病
気
休
暇
制
度
の
実
態

改
善
や
賃
金
面
で
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
取

得
手
続
き
上
の
不
利
益
を
な
く
す
方
向

で
の
対
府
、
対
人
事
委
員
会
へ
の
と
り

く
み
を
す
す
め
ま
す
。

今
回
の
特
別
休
暇
、
特
殊
勤
務
手
当

改
悪
の
根
源
に
、
橋
下
知
事
が
進
め
る

大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
と
日
本
に
お

け
る
「
ル
ー
ル
な
き
異
常
労
働
」
が
あ

り
ま
す
。

府
労
組
連
は
、
２
０
１
０
春
闘
に
お

い
て
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
善

や
１
０
０
０
円
以
上
の
最
低
賃
金
の
実

現
、
安
心
し
て
働
き
続
け
な
が
ら
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
労
働

条
件
の
実
現
め
ざ
し
民
間
と
公
務
の
共

同
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
自
己
責
任
と

互
助
を
府
民
に
押
し
つ
け
、
福
祉･

医

療
・
教
育
を
す
す
め
る
大
阪
府
の
役
割

を
放
棄
し
、
大
阪
府
解
体
、
関
西
州
を

進
め
る
橋
下
府
政
の
実
態
を
広
く
府
民

に
知
ら
せ
、
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
案

の
撤
回
と
橋
下
府
政
転
換
の
闘
い
を
引

き
続
き
強
化
す
る
も
の
で
す
。

広がった府労組連のたたかい

◆全職員署名 33,996名

◆職場決議 1,150職場

◆1,200を超える知事あて抗議要請

◆1,000を超える「怒りの声」など

◆800名の府民決起集会

◆150名のパパ・ママ緊急大集合

◆会場を埋め尽くした最終日の決起集会

団体交渉での主な到達点
《特別休暇》
◎生理休暇…1回2日以内とし、現行どおり特別休暇

◎妊娠障害休暇…現行どおり特別休暇

◎夏期休暇…現行どおり5日以内

◎09府人勧における「給料の引下げ」「持家手当廃止」は4月1日以降も実施はしない。

（府立学校の首席の資格年齢の引下げに対応した給料表の改定は行う）

◎「勤務時間の短縮」については、現行８時間から７時間45分とし、勤務形態については、

休憩時間も含めた実質的な拘束時間が短くなる方向で細部や実施時期等について協議

する。

◎「保育特休」は廃止するが、その時期は「勤務時間の短縮」実施の時期に併せて行う。

◎リフレッシュ休暇…来年度から廃止するが、今年度までに既に対象となった職員の取

得可能期間の満了までは経過措置を設ける方向で今後協議する。

◎子の看護休暇の拡充…国の改正時期にあわせて府も同様の措置をしたい。

《特殊勤務手当》
◎「土砂の崩落又は落石の危険が著しい箇所において行う調査、測量等の業務」を危険

現場作業手当に統合し、日額300円とする。

◎社会福祉等業務手当について、児童の安全確認、立入調査その他の虐待対応業務を

行った場合、日額550円を加算する。

◎部活動等指導業務に係る手当のうち、週休日又は指定日等において引き続き6時間以

上従事した場合の手当額を3,700円に、それ以外の場合の手当額を2,800円に、対外運

動競技等引率業務又は修学旅行等引率業務に8時間以上従事した場合の手当額を

3,700円に増額改定を行う。

府
労
組
連
中
央
委
員
会

２
月
１
日
（月
）午
後
７
時

エ
ル
お
お
さ
か
研
修
室
２


